
○ 評価視点：位置づけ

評価項目：整備・事業計画等

評価指標：各部の施策に関する方針等

点数

 農林水産部の施策に関する方針等に位置づけられている 10

 農林水産部の施策に関する方針等に位置づけられていない 0

評価項目：各種計画との整合性

評価指標：地域森林計画

点数

評価項目：林道としての役割

評価指標：利用区域森林面積等

点数

・利用区域森林面積：２００ｈａ以上

・利用区域森林面積：５０～２００ｈａ未満

0

50

30

10

・利用区域内に多面的機能を特に発揮すべき森林（保安林、環境林等）
が５０％以上あること

いずれか１
項目該当

いずれか１
項目該当

・利用区域内に多面的機能を特に発揮すべき森林（保安林、環境林等）
が１０～５０％未満

・上記以外

各部の施策に関
する方針等

林道事業（生活関連）

評　　　価　　　要　　　素

 計画がない

20

評　　　価　　　要　　　素

 地域森林計画に事業の内容が位置づけられている

 地域森林計画に事業の内容が位置づけられることが確実と見込まれる

評　　　価　　　要　　　素

40



○ 評価視点：必要性・効果

評価項目：事業の効果

評価指標：費用対効果（Ｂ／Ｃ）

点数

50

40

 １．０未満 0

評価項目：事業の必要性

評価指標：森林整備対象面積

点数

40

30

20

10

評価項目：地域振興

点数

10

5

0

　２項目以上該当

　１項目該当

　該当なし

・災害時の避難路や迂回路として利用できる
・生活道として利用できる
・森林ボランティアや森林浴等の森林利用のアクセス道として
利用できる

評　　　価　　　要　　　素

森林整備対象面
積

評　　　価　　　要　　　素

５０％以上

評価指標：生活関連

評　　　価　　　要　　　素

費用対効果
（Ｂ／Ｃ）

 ２．０以上

 １．０以上～２．０未満

１０％未満

１０～３０％未満

　伐採面積、植栽面積、保育対象面積（林
齢が１～４５年生の森林及び長伐期施業、
複層林施業へ移行することが明示されて
いる森林の面積）、森林災害復旧事業や
治山事業の対象面積

３０～５０％未満



○ 評価視点：実施環境

評価項目：地元の状況

評価指標：地元との合意状況

点数

50

30

0

評価項目：地元状況

評価指標：市町の取組状況

点数

10

5

0

評価項目：地元状況

評価指標：施設（林道）の管理

点数

10

5

0

20

10

0

評価項目：地元状況

評価指標：森林整備の実施体制

点数

10

5

0

  評価項目：環境等
  評価指標：自然環境保全　　　　　： 定性評価
　評価指標：生活環境対策　　　　　： 定性評価
　評価指標：代替案・コスト縮減策　： 定性評価

森林整備の実施
体制

 森林整備の計画を共同で作成している

 森林整備の計画を個人で作成している

 森林整備の計画がない

 施設の予定管理者と維持管理の方法等について協議し合意を得ている

 現在協議中であり合意が得られる見込み

 未協議あるいは合意が得られる見込みなし

評　　　価　　　要　　　素

評　　　価　　　要　　　素

施設の維持
管理体制

 地域住民の主体的参加により継続的に実施される

 施設整備等を契機として取り組まれる計画がある

 地域住民の参加の計画はない

施設の維持管理に対
する地域住民の参加
状況

評　　　価　　　要　　　素

 関係者等との協議において基本的事項が調整済み

 現在協議中であるが基本的事項に特段の問題はない

 未協議あるいは基本的事項で問題あり

事業実施に向けた、地元説明や地権者からの同意取得等の取組
が低調である

事業実施に向け、自主的・積極的に地元説明や地権者からの同意
取得等に取り組んでいる

事業実施に向け、県の指導や協力の下、地元説明や地権者から
の同意取得等に取り組んでいる

評　　　価　　　要　　　素

事業関係者、関係機
関との協議・調整

市町の取組状況


